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石津会長

井澤理事長

懇親会には多くの議員が駆け付け、乾杯をした

総会では24年度事業計画を承認した

わ
た
る
経
営
基
盤
を
強
化
す
る

こ
と
が
不
可
欠
」
と
強
調
。

そ
の
う
え
で
「
担
い
手
の
確

保
・
育
成
、
働
き
方
改
革
の
推

進
、
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
へ

の
対
応
な
ど
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
４
月
か
ら
は
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ

れ
た
。
専
門
工
事
業
や
建
設
関

連
団
体
と
連
携
し
、
乗
り
切
っ

て
い
き
た
い
。
今
後
も
課
題
解

決
に
向
け
た
対
応
を
働
き
か
け

て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

ば
市
、
吉
田
達
也
代
表
取
締

役
、
土
浦
支
部
）
の
新
規
入
会

を
承
認
し
た
。

石
津
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

成
立
し
た
第
３
次
担
い
手
３
法

に
つ
い
て
「
運
用
を
注
視
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
国
等
へ
提
言
し

て
ま
い
り
た
い
」
と
指
摘
。

ま
た
「
地
域
の
安
全
・
安
心

を
守
る
と
い
う
社
会
的
使
命
を

継
続
し
て
果
た
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ま
ず
は
会
員
企
業
が
適

正
な
利
潤
を
確
保
し
、
将
来
に

タ
ー
で
開
催
。
来
年
の
第
27
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
、
茨

城
選
挙
区
の
候
補
と
し
て
上
月

良
祐
氏
を
、
比
例
代
表
（
職
域

代
表
）
の
候
補
と
し
て
見
坂
茂

範
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

ま
た
、
つ
く
ば
開
発
（
つ
く

県
建
設
業
協
会
（
石
津
健
光

会
長
）
は
２
日
、
理
事
会
を
水

戸
市
の
県
建
設
技
術
研
修
セ
ン

高
橋
靖
水
戸
市
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
連
盟
の
活
躍
に
期
待
を
寄

せ
た
。

◇

県
警
備
業
連
盟
の
役
員
体
制

は
次
の
通
り
（
敬
称
略
、
順
不

同
）。◆理

事
長
＝
井
澤
卓
司
（
水

戸
警
備
保
障
代
表
取
締
役
会

長
）◆

副
理
事
長
＝
及
川
瑞
穂

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
茨
城
代
表
取
締

役
社
長
）、
島
村
明
弘
（
日
警

代
表
取
締
役
社
長
）

◆
会
計
責
任
者
＝
佐
藤
平
八

郎
（
ジ
ェ
イ
エ
ス
ケ
イ
代
表
取

締
役
社
長
）

◆
会
計
責
任
者
の
職
務
代
行

者
＝
加
藤
し
づ
い
（
ワ
ー
ゼ
ン

代
表
取
締
役
）、
小
山
田
久
人

（
常
盤
警
備
保
障
代
表
取
締
役
）、

小
俣
力
男
（
新
安
全
警
備
保
障

代
表
取
締
役
社
長
）、
宮
川
惠

（
Ｆ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｕ
代
表
取
締
役
、

新
任
）、
髙
橋
靖
子
（
綜
合
警

備
保
障
茨
城
支
社
長
、
新
任
）

◆
監
事
＝
清
水
寿
美
（
日
新

警
備
保
障
代
表
取
締
役
）、
宮

田
奈
津
子
（
茨
城
警
備
保
障
代

表
取
締
役
、
新
任
）

県
板
金
工
業
組
合
（
野
溝
年

成
理
事
長
）
の
２
０
２
４
年
度

第
２
回
伝
承
会
お
よ
び
１
級
技

能
士
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
が
６
月
29
日
、
開
催
さ
れ

た
。
組
合
員
11
人
が
笠
間
市
の

笠
間
稲
荷
神
社
を
訪
れ
、
施
工

中
の
本
殿
保
存
修
理
工
事
を
見

学
し
た
。

伝
承
会
は
、
伝
統
技
能
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
昨
年
度
か

ら
開
催
。
第
１
回
は
４
月
に
吉

田
山
薬
王
院
を
見
学
し
て
い
る
。

ま
ず
、
笠
間
地
区
建
設
高
等

職
業
訓
練
校
で
知
久
貴
副
理
事

長
が
講
師
と
な
り
、「
銅
板
屋

根
構
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
参
考

に
座
学
を
開
い
た
。
そ
し
て
笠

間
稲
荷
神
社
に
移
動
し
、
ご
祈

祷
を
受
け
た
あ
と
、
本
殿
屋
根

の
工
事
現
場
を
訪
問
。

笠
間
稲
荷
神
社
の
本
殿
は
、

１
８
６
０
年
ご
ろ
に
建
立
。
１

９
８
８
年
に
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
２
０
２
１

年
に
軒
下
に
水
染
み
が
発
見
さ

れ
、
屋
根
の
全
面
的
な
修
繕
工

事
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
22

年
11
月
か
ら
修
理
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
。
施
工
者
は
魚
津
社

寺
工
務
店
（
名
古
屋
市
）。

笠
間
稲
荷
神
社
の
塙
敬
比
古

権
宮
司
は
「
当
社
は
１
３
５
０

年
の
歴
史
あ
る
神
社
。
こ
の
工

事
は
お
と
と
し
か
ら
始
ま
り
、

来
年
３
月
末
ま
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
工
事
は

創
建
以
来
初
め
て
で
、
今
後
１

０
０
年
以
上
は
な
い
と
思
う
。

近
く
で
見
て
感
じ
て
ほ
し
い
。

見
た
こ
と
を
仲
間
に
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

そ
の
後
、
設
計
監
理
を
担
っ

た
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協

会
の
江
見
歩
氏
の
案
内
で
屋
根

ま
で
上
り
、
銅
本
棒
葺
き
の
修

理
現
場
を
見
て
周
っ
た
。

見
学
後
、
野
溝
理
事
長
は

「
な
か
な
か
屋
根
の
近
く
ま
で

い
っ
て
触
れ
る
こ
と
は
な
い
の

で
、
本
当
に
良
い
機
会
と
な
っ

た
。
屋
根
材
の
厚
み
の
違
い

を
手
で
触
っ
て
感
じ
ら
れ
た
。

（
こ
の
体
験
は
）
今
後
わ
れ
わ

れ
の
仕
事
に
プ
ラ
ス
と
な
る
は

ず
」
と
述
べ
た
。

正
な
警
備
料
金
を
確
保
す
る
た

め
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
思

い
切
っ
た
価
格
交
渉
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
と
し
て
、
青
山
幸
恭
全

国
警
備
業
連
盟
理
事
長
の
代
理

で
堀
口
和
久
事
務
局
長
が
あ
い

さ
つ
し
た
。

総
会
後
に
は
懇
親
会
を
開
催

し
た
。
来
賓
の
自
民
党
県
支
部

連
合
会
の
海
野
透
会
長
や
公
明

党
県
本
部
の
高
崎
進
本
部
長
、

田
所
嘉
徳
衆
議
院
議
員
、
石
川

昭
政
衆
議
院
議
員
、
加
藤
明
良

参
議
院
議
員
、
県
議
会
の
舘
静

馬
議
員
、
木
本
信
太
郎
議
員
、

る
。
全
国
で
は
本
年
６
月
１
日

現
在
、
37
都
道
府
県
に
連
盟
が

設
立
さ
れ
て
お
り
、
計
１
９
１

３
社
が
加
盟
し
て
い
る
。
ま
た

昨
年
５
月
に
菅
前
総
理
等
の
呼

び
掛
け
で
、
自
民
党
の
警
備
業

推
進
議
員
連
盟
が
立
ち
上
が

り
、
萩
生
田
光
一
会
長
を
先
頭

に
政
府
へ
の
予
算
要
望
な
ど
で

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
」

と
紹
介
。

「
国
を
挙
げ
て
の
賃
上
げ
の

中
、
労
務
費
等
の
上
昇
分
を
適

切
に
価
格
転
嫁
が
で
き
て
い
な

い
重
点
業
種
の
一
つ
で
あ
る
警

備
業
の
経
営
者
に
と
っ
て
、
適

長
に
及
川
瑞
穂
氏
と
島
村
明
弘

氏
が
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
就
任
し

た
。あ

い
さ
つ
で
井
澤
理
事
長
は

「
設
立
後
６
年
目
と
な
っ
た
。

深
刻
な
人
手
不
足
や
賃
金
上
昇

に
伴
う
価
格
転
嫁
の
た
め
の
適

正
な
警
備
料
金
確
保
に
苦
慮
し

て
い
る
警
備
業
の
厳
し
い
現
状

を
打
開
す
る
た
め
、『
適
正
な

労
務
単
価
の
設
定
』
な
ど
各
方

面
に
要
望
を
行
う
な
ど
、
地
道

な
政
治
活
動
を
行
っ
て
き
た
結

果
、
政
党
や
県
に
お
い
て
も
警

備
業
を
取
り
巻
く
状
況
の
認
識

や
理
解
が
確
実
に
深
ま
っ
て
い

県
内
の
警
備
業
者
が
組
織
し

て
い
る
「
県
警
備
業
連
盟
」（
井

澤
卓
司
理
事
長
）
は
６
月
27
日
、

２
０
２
４
年
度
通
常
総
会
を
水

戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し

た
。
24
年
度
事
業
計
画
な
ど
が

承
認
さ
れ
、
警
備
業
の
社
会
的

経
済
的
地
位
の
向
上
と
発
展
を

促
進
さ
せ
る
た
め
、
全
国
警
備

業
連
盟
お
よ
び
各
都
道
府
県
警

備
業
連
盟
と
連
携
し
な
が
ら
政

治
活
動
を
行
い
、
社
会
公
共
の

安
全
確
保
に
寄
与
し
て
い
く
。

欠
員
だ
っ
た
理
事
と
監
事
の

選
任
が
行
わ
れ
、
新
理
事
に
髙

橋
靖
子
氏
と
宮
川
惠
氏
、
新
監

事
に
宮
田
奈
津
子
氏
を
選
任
。

そ
の
後
の
理
事
会
で
、
副
理
事 野溝理事長

塙権宮司

文建協の江見氏
参加者で記念撮影

11人が細部を見て周った

県
板
金

工
業
組
合

伝
承
会
で
技
術
吸
収

笠
間
稲
荷
神
社
を
見
学

公共の安全確保促進
県警備業連盟 総会

上
月
氏
、見け

ん
ざ
か坂

氏
を
推
薦

理
事
会

つ
く
ば
開
発
が
入
会

茨建協

小林町長（左）と受賞者が記念撮影

2024年度優良建設工事表彰2024年度優良建設工事表彰　茨城町

受賞工事と受賞理由
工事名 R4国補道改第3号　道路改良工事
工事場所 茨城町大字中石崎地内（町道120号線）
請負業者名 六美建設株式会社
請負代金額 32,120,000 円
工期 令和5年 4月 4日から令和5年 9月 30日まで

工事の概要 掘削工Ｖ760.0㎥　置換工Ｖ520.0㎥　
排水構造物工Ｌ268.0 ｍ　表層工Ａ2554.0㎡

推薦事由

施工体制及び施工状況
・元請けが率先して現場管理を行う等適正な現場組織体制を維持し、
安全管理を徹底し施工しているのが見て取れた。

・車道の横断や耕作地の多い路線であったが、周辺、地元に対し現場
状況に応じて適切な対応を行い、工事に対する苦情が発生しなかった。
出来形及び出来栄え
• 関係資料の作成整理は的確に表現され、社内規格値の達成率を明記
する等、見やすく簡潔に作成されている。
・設計図書に対する出来形の精度が高い。
施工難易度、創意工夫及び社会性
・県において隣接工区の工事を行ったが、両者の工程管理を密に行った
ことにより、工程の遅延を防いだ。

・残土運搬においても過積載防止に取り組んだ。
地域貢献の有無及び内容
・現場周辺の清掃や堆積土砂の撤去など、地域貢献に寄与した。

　涸沼や下石崎に町の中心部から行く大事な路線

として整備されたことを大変うれしく思う。非常

に重要な部分を施工していただいた。今後も、引

き続き本町の道路をはじめとする道路行政につい

て、卓越した技術を活用しながら本町発展のため

に尽力していただきたい。

ごあいさつ

小林　宣夫
茨城町長

　茨城町は 24 日、2024 年度町優良建設工事の授賞式を 2年ぶりに

挙行した。1社、六美建設（清水愼一代表取締役）が栄誉に輝いた。

23 年度に完成した建設工事 87 件のうち、工事成績、出来栄え、施

工難易度、創意工夫を審査し、優れた 1件（R4 国補道改第 3号道路

改良工事、町道 120 号線＝中石崎地内）を選定。

　受賞者あいさつでは、清水代表取締役が感謝と意気込みを述べた。

優
れ
た
施
工
に
栄
誉

受賞者あいさつ受賞者あいさつ
六美建設

清水 愼一代表取締役
　「受賞を契機として、微力で
はあるが決意新たに、より一
層努力していく」

Ｒ
４
国
補
道
改
第
３
号
道
路
改
良
工
事

（
中
石
崎
（
町
道
１
２
０
号
線
））

代表取締役　清 水　愼 一
茨城県東茨城郡茨城町長岡1798

ＴＥＬ 029（292）0325　ＦＡＸ  029（292）1616


